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マ ス 。 マ ン の 「精神」

一
反 ナ チ ズ ム 啓 蒙 の 評 論 か ら 一
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Kei　 H 貝yashi

1． ナ チ ズ ム の 精神的前史 と 作家の 亡 命

　「文明」（Zivilisa七ion）対 厂文化」（Kultur）とい う対決の 図式は第一次世界大戦当時 トーマ 夙
・

マ ン が 《非政治的人間の 省察》の 中で 論 じたテ
ーセで あ る，

こ の 図式は ドイ ツ あ精神的領域で

の 基本構造を シ ン ＊
“
ル 的に袈 現す る もの で あ っ た 。

一
方の 極に は 西欧の 文明的精神が あ っ た 。

他方 に は ドイ ツ の 文化的精神が あ っ た。・い わ ば
「
「理性」 と 「魂」 の 二 極構造で あ っ た 。 しか し，

両者 は対決 的に 扱われ る限 り ICお い て 双方の 相違が 拡大さ れ，根本的 に相容れ な い もの として

理解されたのであ っ

’
た 。

　こ の 二 っ の精神は実際は ，
マ ン の ぞφ後の 理 解で も， 決 して 相容れ な い もの で は な い が，こ

の よ うな対決的な扱 い 方は ドイ ツ 的精神の 伝統 的考え方を示す もの で あ っ た 。 そ して
， 歴史的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ ロ
に み るな らば ， そ れ は ロ

ー
マ ＝ 西欧とめ 政治的 ・ 文化的 ・宗教的緊張の たび に それ に 対す る反

テスト

抗を呼び起 した の で ある。一方，
．国内的に はこ の よう な 精神お よび文化め対決的な 扱い 方，理

解は ドイ ッ の 現実の 中か ら ドイ ッ国 民 め独特 な国家観 や政治観が 形成 され ，受け入れ られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

て い
’
く際 の 精 神的 背景 となう

・た の で あ ζ。

．
こ こか らはダ また，外側 へ の 反抗どと もに

， そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゲホ　ザ
　ム

裏返しの形で ，内側で の 従順 と い うよ うな心 理 的態度も生 じた 。 これ らは ドイ ツ の さまざま

な分野での 諸潮流や 大衆め生活の 中に 浸透 し， 最終的ecはナ チ ズ ム体制とい う極限的現象に 至

1
る ドイ ツ の 反 ヨ

ー
ロ

ッ
パ 的経過 の 心理 的要因 とts

っ た の で あ る。

　
’
之の ような事情は ， 抽象化 して み る

1
な らば ， 恐 ら くドイ ツ 的精神の 反理 性的傾向に 由来す る

もの で あ っ た。
ドイ ツ 的精神は 「文明」対 「文化」

・
と い う対決的な 図式で 規定され な が ら ， 反

ヨ ーロ ッ
パ 的に，

tt
ヨ ーロ ッ

パ の合 理 的進 歩的精神と対立 的に 自己を確 認 し
， 形成 して き た の で

あ るが，そ の精神的特質1ま 「反理 性的」 と い うご とで あ っ た 。 こ れ は精神の 主張そ の もの が反

理性的内容で ある とい う こ とと精神の 態度が反理 性的であ る とい うこ との 二 重 の意 味で反理唾
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的で あ っ た 。 古 くは マ ル チ ン・ル タ
ー

が そ うで あ っ た 。 宗教改革の 中に は信仰の 深さ
， 純粋 さ と

表 裏の 関係で 反理性的側面が あ っ た 。 「精 神的目由と政治的自由と い う二 元誘呈従 っ て 「解放

的な 力で あ ると同時に反動的な 力で あ る と い う二 義
」産雪は そ の 現わ れ に 他 な らな か っ たの で あ

る。 ロ マ ン テ ィ
ーク に おけ る さ ま ざま な イ デ

ー
，「魂」，「生」，「民族」 と い うよ うな もの も ヨ ー

ロ ッ
パ の 合理的精神 とそれ が導びい た 「近代」に 対す る反発 と して 反理性的で あ っ た 。

ロ マ ン

テ ィ
ー

クの こ の よ うな傾向はもともと精神的に な 「近代」 に対す る当然の批判を含む もの で あ

り，人間の生 と精神に 新た な独創的意義 と活力を とりもどそ うとす るもの で あ っ た 。 ク ル ト ・

ゾ ン トハ イ マ
ー

は このよ うな事情を次の よ うに 説明して い る 。

　　「近代 に 浸 透 した精神 的デ カ ダ ン ス の原因 は，人 間が人間以外の 物の 一部 に なり下が り，

　全体的な 生の 現実か ら離れ た抽象 的 思惟 の 中にある と信 じられた 。 だか ら外部存在 へ の

　奴隷的拘束か ら魂を解放 し
， 魂を再び

「

神あ る い は宇宙と全体的に 共鳴さ せ る こ とが 』が ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

　精神の 任務 とな っ た。」

　しか し，．この よ うな状況か ら生じた 「生の 哲学」が精神的領域か ら現実の 中へ 踏み出るとき，

本来非政治的に 意図さ れ た 哲学的営為で あ っ て もそ こ か ら
一

定 の 政治的結果が 生 じる 。 例え ば
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4）

トーマ ス
・マ ン は 「す べ て の 精神的態度に は政治的な もの が潜ん で い る 。 」 とい うこ とを洞察

して い る 。 事実 ， 反理 性的主張や 反理性的態度は歴史の 発展の 中で ドイ ツ の 国家 イデ オ ロ ギ ー

と親近関係を結ん で きたの で あ る 。 こ れ は反理性の 自己矛盾 ， 「非政治的 内
’
面 性」 の 政治性 に

他な らな か っ た 。

　 とこ ろで，ナ チ ズ ム の 生成を可能 に しだ前提 に つ い て カ
ー

ル ・デ ィ
ー

トリ ヅ ヒ ：
’
ブ ラ ッ

ハ ー

は こ れ ま で に な され て きた ナ チ ズ ム 研究 の い ろ い ろ な 見方を 三 つ の グル ープ に大別 して い る。

一
つ の 見方はナチ ズ ム の 根源を ドイ ツ の 帝国思想 と国民思想の 中に み る見方で あ る。もう

一
っ

はナ チ ズ ム は他国に も現 わ れ た現代の 全 体主 義一般 と同様に 20世紀の 独特の 現象 ， 所産で あ る

と い う見方で あ る 。 さ らに最後は ナチ ズ ム の 生 成は資本主義の 危機の 極度の 先鋭化の 表現 と い

う社 会学的 ＝ 経済学的見方 で あ る 。
こ の よ うな 見方の 検討か ら ， 彼はナ チ ズ ム の ヨ ーロ ッ パ に

共通す る背景と ド イ ツ 的な背景に 言及 して い る 。
つ ま り ，

ナ チ ズ ム に よ らず2〔泄 紀の ヨ
ー

ロ ッ

パ の 全体 主義の 諸運動は個人が大衆化， 集団化す る社会構造の もとで の 大衆民主主義の 諸問題

とそ の 堕落の 所産で あ り ， 大衆民主主義 に帰着する もの で あ る 。 ま た
， ζの よ うな全体主義の

流れ が とりわけ ドイ ツ で 成功 したの は 19世紀か ら2〔〕世紀にか けて の ドイ ツ の 独特の 政治的，社
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s）

会的発展 に帰せ られる，として い るの で あ る 。 ドイ ツ的精神は ヨ
ー

ロ ッ パ の 中で ドイ ツがおか

れた状況 と対応 しつ つ
，

こ の 発展 の精神的背景を形成 して きたので ある 。 ト
ー

マ ス ・マ ン は彼

の 時代の 中で早 くか ら こ の 関係を見抜き ， ドイ ツ精神の反理性的傾向を現実の危険を先鋭化す

るもの として批判 して きた 。 ドイ ツ的精神の こ の 傾向の 非合理主義的政治思想 ， さらにナチ ズ

ム の 大衆的成功 との 関連は大衆の 情念的部分 ic
’
mを向けるナチ ズ ム 研究者に と っ て共通 の 見方

で あ る。

　 ドイ ツ に お い て は フ ラ ン ス 革命が 現実に押 し進め た政治的，社会 的 「近代」 と旧体制 の相剋

か ら，哲学者 フ ィ ヒ テ に代表 され る民族主義的な 「ドイ ツ の 文化的使命」観が 現われ て きた 。

それ は 自らの 基 盤 と して 民族 の 魂 ， 血 とい っ た ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な イデ
ー

と結びっ い た有機

的，形而上学的国家を構想 した 。

一方 ， 近代 的市民 に よ る自由主義的諸潮流 も大きな流れ へ と

成長 した 。
こ の 二 つ の 大 きな 潮流は 1948 年の 革命 と rs っ て 現 実に ぶ つ か りあ っ た 。 しか しこ
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の 時の 自由主義的潮流の 政治 的現実で の敗北後 ， ドイ ツ の 国家思想は文化的側面 を失 い
， 力と

秩序 に支え られた帝国思想 へ と変質 し， ビ ス マ ル ク や ヴ ィ ル ヘ ル ム ニ 世をそ の担な い手 と して

ドイ ツ の 現実を支配 したの で あ る 。
こ の 体制の もとで 西欧的発展か ら疎外分離 され ， ドイ ッ国

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）

民は 国家的統一の 事業に 奉仕す る存在 に な っ て い っ た の で あ る 。 しか し
，

ドイ ツ の 帝国思想 は

1918年の 敗戦で 決定的に破滅 し た 。 す で に 1914 年に そ れ は 「近代」 そ の もの の もつ 諸問題

矛盾葛藤を有効 に 解決する指導能力 を決定的に 失 っ て い たの で あ る 。 従 っ て 「ドイ ッ 帝国」に

依拠 して い た ドイツ的精神0 あ り方 も同時に破綻 せ ざるをえなか っ た 。 それ はあたか も時計 の

歯車の ご とく現実の 近代化を押 じ進 め る もの を認識で き な か っ た の で あ る 。 それ に もかか わ ら

ず ， ワ イ マ ー
ル 共和国の 複雑な流れ の 中で ， 過去の ドイ ッ 的精神 ， 内面性の 諸主張は生き残 っ

た 。 そ れ はな お基本的な 流れ で さ え あ っ た 。 敗戦に よ る 悲惨の 中で あ え ぐ情念を結集す る核で

あ っ た の で あ る 。 ド イ ッ の 大衆は，それ ゆ え ，1928 年に始まる世界大 恐慌の 経済的，社会的激

動の 中で ， 極端な選択 ，
コ ミ ュ ニ ズ ム か ナチズ ム かとい う選択 を強 い られ た とき，無抵抗に ナ ，

チ ズ ム に流れ込ん だので ある 。 ．それは まさに ドイッ の 歴史に根 ざす反理性的選択で あ っ た 。

　 しか し，ワ イマ
ー

ル 共和 国の精神的流れが す べ て ナチ ズ ム に 合流 した り ， あ る い はナ チ ズ ム

の 大衆的成功の 精神的背景を形成 したわ けで は な い 。 社会主義を信奉す る政治的精神 。 それ は

それで 「近代」の 諸問題の 克服に 取り組 みなが ら独自の発展 をとげて きた。 それ以外 に もナ チ

ズ ム に 疑問 を も っ た精神， 人間性 の 追求を良心 的に果た そ うとす る精神は存在 し た 。 こ の よ う

な精神は ナ チ ズ ム の 政権獲得以降 ドイ ツ に 存在 す る こ とはで きな か っ た。 ナ チズ ム に 屈服 し ，

協力す るか ， ま っ た く沸黙 して い わゆ る 「国内亡命」す るか ，

・ドイ ツを離れて 亡命 の 途に っ く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ソ
しかなか っ た の で ある 。 最後 の場合 の数 は 1944年に行 われた ある調査 に よれば，ア メ リカ合衆

国へ 亡命 した知識人だ けで も 2 万 5 千名 を下らな い とい う。

　大 学教員や 作家 は ドイ ツ の 文化的精神の 代 表 的担rs い 手で あ るが
， 彼 らが ナ チ ス 政権下で 置

か れ た 状況は以下   ような もの で あ っ た 。 先ず大学教員に つ い て みて み ると，1933年 4月に 政

治的お よ び人種的理 由か らナ チズ ム の 原理に 合わな い 公務員は解雇で きるとい う 「官僚制度再

建渓雪が 制定 され た 。 こ れ に よ っ て 左翼ばか りで な く自由主義者や共和主 義者お よ びi ダヤ人

が 公職か ら追放 され た 。 1937年 に制定 され た 「ドイツ 国家公務員法」で は公務員は ナ チ ス 国家

の 意志の 執行者 と定義 さ れ た 。 この結果 1939年 まで に 大 学 の ポ ス トの 45％が 入 れ換え られ た
　 　 　 （8）
の で あ る 。 作家 に っ い て は ，

い くつ か の 監督官庁が創設 され，絶えず監視 ， 検閲，出版禁止な

どの 措置が と られた 。
こ れ に よ っ て 「非国民的」書物お よび作家は 「徹底的に浄化」 され な け

れ ば な らな か っ た の で あk91　ig33年 5月の 焚書の 決行な ど 「好ま し くな い 文学」 は禁止された 。

そ れ は 「没落時代の 文学」と い うよ うに 特徴づ け られたの で あ る。エ リニ ザベ ト ・ラ ン ゲサ
ー

は こ の よ うな状況を，詩人 と言葉は お互 い がお 互 い に と っ て の 故郷で あ るが ， ヒ トラ ー専制下

で はこ の 故郷 がますます狭め られた，とい うよ うに表現 して い る 。 こ の よ うな 状況 の 下 で は

「画一化」（Glei（血schaltung ）を容認で きな い な らば，知的生産の 断念 ， 、国内亡命 ， 強制収容所

あ る い は亡命な どを決意 しなけ れ ばな らなか っ た 。 し か し，ユ ダ ヤ 人の 知識人や要注意入物 は

強制収容所か 亡命と い う選択 しか な か っ た の で あ る。 亡命 の動機に っ い て マ ッ テ ィ ア ス ・ ヴ ェ
ー

グナ ーは 「亡命者は彼 らの 品位 と人間 の 権利を守 るた め に ド イ ツ を去 っ た。」 （ヘ ル マ ン ・ケ ス

テ ン ），「自由の 停止 に お い て は芸術や 文学は もはや問題 に な らな い 。」 （ア ル フ レ ッ ド ・デ
ー

プ
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リ ン ） rs ど の 表明を紹介 してい 課
）

こ の よ う な ほん の数行の 表 明だけで もナチ ズ ム の 本質的な

問題性が 明瞭に語 られ て い る 。

　亡命 の 旅は 当然の こ とな が ら困難を極め た q 特に ドイ ッ 語を手段とす る作家に と っ て ドイ ツ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔11）

を離れ るこ とは文字通 り 「未知の無 の 中へ の 冒険」であ っ た。も っ とも 1933年の ヒ トラ
ー

の

政権掌握当初 は短期 間 の 緊急避難 ぐ らい に 考えて い だ知識人 も多か っ た の で あ るが ，ナ
・
チ ズ ム

支配の長期化に つ れ て滞在国で の 外国人 に対す る国内法等の 問題 もあ り，不安定な生活を強い

られ た 。 さ らに ドイ ッ 軍   ヨ ーロ ッ パ 侵攻後は逮捕の不安 に もおびえな け れ ばな ら な か っ た 。

例え ば エ ーゴ ン ・ フ リ
ーデ ル は ウ ィ

ー ン の 自宅に 近づ く ドイ ツ 軍 の 部隊を見て
， 窓 か ら飛 び降

り 自殺を した の で あ 器 そ の 後，エ ル ン ス ト ・ トラー
や シ ュ デフ 。 ン ・ ツ ヴ 。 、 ク な ど亡命の

孤独 と苦悩 の うちに 自ら生命を断 っ た作家 ，

・
カ
ー

ル ・フ ォ ン ・オ シ ェ ツ キーや エ ーリッ ヒ ・ ミュ
ー

ザ ーム の よ うに強制収容所 に連行 され て生命 を断たれ た文化人 も少 な くなか っ たの で あ る。

　 こ の よ うに 困難な時代の 中で ト
ー

マ ス ・マ ン は ig33年 2月 に ドイ ツ を 離れ た 。 そ の 時はま

だ ナ チ ズ ム 独裁以前で あ り，亡命の 意図 を も っ て 出国 し た の で は な か っ た 。 た また まヴ ァ
ーグ

ナ 「
に つ い て の 講演の ため に オ ラ ン ダと．フ ラ ン ス に向 っ て出発 した の であ るが ，こ れ が彼の 亡

命の 旅立ちと な っ た 。 出発後に 「国会議事堂炎上事件」が あ っ て 共産党員ばか りで な く多 くの

反ナ チ ズ ム 知識人 も逮捕 され ，
マ ン の もとに も彼の安全 は保証 され て い な い とい う警告が 次々

と寄せ られ た の で あ る 。 とは い え ， 彼の 亡命 1ζ必然的rsもめ で あ っ た 。 彼は第一次世界大戦後

早々 に ドイ ツ の 文化的伝統を総括 して ， ドイ ツ の 精神は本来政治的イデオ ロ ギーとは無縁で あ

る こ と，
しか し，

1
それ が政治的 イ デ オ ロ ギ仁 と現実的関係で 結 ば れ る の は何故rsの か

， とい う

こ とを自らの 精神的体験 に 照ら して 洞察 した 。

’
そ の 洞察に よ っ て 自 らの歩むべ き方向を見 い 出

し， それが 同時 に ドイ ツ の 精神の道 で あ る こ ≧を確信 した 。 そ の結果 ， ナチ ズ ム と コ ミ ュ ニ ズ

ム の 間で揺れ動 くワ イマ ール 共和 国の 歴 史を通 じて 二 貫 して フ マ ニ テ
ー

トと民主 主義の 立 場を

堅持 し ， 「共和国」 を精神的 に 支 えよ うと し た 。 現 実的 な 評論活動 に よ っ て
，

「共和 国」 は決 し

て 単な る敗戦の結果で ない こ とジ ドイ ツ 的精神に と っ て も必然的な方向で あ り ， ナチ ズ ム は ド

イ ツ 的精神の 鬼子で あ る こ と，rg どを訴 え た の で あ る 。

　 マ ン は 1936年 12月に ド イツ 国 籍を剥奪 さ れ
， 次 い で ボ ン 大学の 名誉博士号 を剥奪きれ る が

’
その 時 マ ン はボ ン 大学総長宛 の 公開書簡の 中で 自らの ナ チズ ム に対す る抗議活動の 動機を次め

よ う に 語 っ て い る 。
一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

」

　　 「小生の名は ， 何 とい っ て も，世界に対 して ，世界が愛 し尊敬す る ドイツ性（Deuts（ihtum）

　 の概念 と結 びっ い て おりま した 。 ほ か な らぬ そ の 小生が
，

こ の ドイ ツ性が 現在蒙 っ て い る

　 乱暴な贋造に対 して は っ きりと抗議す る と い うこ とは ， 小生に して み れば喜ん で 耽 っ て い

　 たか っ たすべ て の 自由な芸術夢の なか へ 響き入 っ て きて
， 不安の念をか き たて る要求で あ

　 りま した 。

　　 ……言語に対 して 責任を持て ば， 人間 的な もの の 統一性が 体験さ れ
， 人間の 問題 の 全体

　 性が 体験 さ れ るの で あ り ますが
，

こ の 全 体性 は ， 今 日で は とりわ け ， 精神的＝芸術的 な も

　 の と政治的＝社会的な もの とを切 り離 して ，後者 と絶縁 して 高貴な 「文化的な もの 」の な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

　 か に 引きこ もる こ とを ， 何入に も許 しませ ん 。 」

マ ン の 言語芸術家 として の存在は決 して 文化的領域に とどまるもの で は t く， 人間的現象の 全

．体に か かわる拡が りを もつ もの で あり，それ ゆえ彼は生命の 危険 も顧 りみず沈黙 して い るこ と
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はで き なか っ た の で あ る 。 上記の 引用文 の行間に は ドイ ツ 的な もの に 対する愛 と誇 りが滲 み出

て い るが ， それ は ま さ しく人間の 尊厳 に 対す るそれ で あ り ， こ の 愛が マ ン の 行動の 根底に あ っ

て 支え て い る もの で あ ろ う 。

　マ ン は ドイ ツ 出国後は 1938年 9月まで ス イ ス
， それ 以後は ア メ リカ合衆国に 根拠地を定め

た 。 そ して
， 各地で の 講演会 や朗読会 ， 亡命者の 文学雑誌

「
尺度 と価値 」 の創 刊 ， 各種亡命者

救灣委員会で の 活動などに よ っ て 欧米で の 反ナ チ ズ ム 啓蒙 と亡命者救済 に奉仕 した。特筆す べ

き ことは こ の 聞本来の 創作活動を放棄 しな か っ た ことで ある 。 片時 も離れ なか っ た 「霊魂上思

想上の 憂悶」に 耐え なが ら，彼は弛まず に 芸術上の 仕事 をや りとげて い っ た の で ある 。 こ の 苦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （正4 ）

悩は 巨大な もの だ ， と彼は述懐して い る 。 ま さ に こ の 苦悩に よ っ て マ ン の存在は
一

つ の全体性 ，

統一性で あ りえた の で ある 。

2．　 トーマ ス
・マ ンの 「精神」 像

　本論 は トーマ ス ・ マ ン の トー
タ ル な活動 の うちの反ナ チ ス 啓蒙の た め の 評論活動の 中に み ら

れ る 「精神」像 を，言 い 換え ると マ ン の 精 神理 解 を 扱 うもの で あ る 。 ジ ャ ン
・F ・ノ ィ ロ ー

ル は ナ チ ズ ム の精神史の 研究 に際 して ジ ョ ル ジ ュ
・

ソ レ ル の 神話 の理論を解説 しなが ら ， 「もろ

もろ の 社会集 団 ， ある い はあ らゆ る国民は ， 重大な危機に 直面する時 ， 空想的な世界を作り上

げる 。 そして その空想的な世界は ， 現在の 否定 ， 彼 らの 憧憬と夢 ， 彼 らが 自己の うち に 感 じと

る可能性 ， 彼 らの ダ イ ナ ミ ッ クな力 な どか ら作 られ る 。 こ の 革命的な神話は 事物の 現状 の 叙述

で もなけれ ば ，

一
旦 革命が遂行さ れ た暁 の それ で もな く，

一個の 全体 意志の 表 現で ある 。 それ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

ゆえ に ま た神話 は，学者や詩人な どが 静か な書斎の 机上で 考え 出 し創 り 出 した ユ
ー

トピ ア とは

根本的に 違 っ て い る。 神話はむ し ろ行為 に 導び く像で あ り ， 指導理念 で あ っ て ，こ れ が社会集
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）

団な い し大衆の確信 となっ て い くの で あ る。 」と述べ て い るが ，
マ ン の 啓蒙活動はまさ しくこ の

意味 の 神話の 破壊に 向け られ た もの で あ っ た 。 こ の 神話の 形成 に は ， すで に 概観 したよ うに ，

ドイ ツあ精神的伝統の 問題があ っ た 。こ れ は決 して 「悪 しき ドイ ツ」か ら生 じた もの ではな く，

生 と精神の ，ある い は魂 と理性の ド イ ツ 的解釈か ら生 じた結果で あ っ た 。 非合理 主義的な 生 の

賛美 。 理性 に対す る反抗 。 さらにそ の 政治的 ， 大衆的帰結 。 自己自身へ の 沈潜を通 じて ドイ ツ

的精神が 目指す方向は確か に 人間存在の 深化，精神化 に向っ て い る の だが ，マ ン はそ こ に 潜む

問題性 ， 「死へ の 共感」で表現 され る退廃の 危険，ある い は非合理主義の ナ チ ズ ム 的堕落の 危険

を認識せ ざるをえなか っ た 。 そ して それが ドイ ツ的精神の理性に対す る誤解 に発 して い ること，

視点そ の もの か ら生 じる理性的精神の 否定に発して い る こ と， 要するに精神の
一面的な理 解に

発 して い る こ とを体験的に 理 解 した の で ある 。

　 1929年に執筆 され た《近代精神史に おけ る フ ロ イ トの 位置》で トー
マ ス ・マ ン は ， 基本的

に ドイ ッ 近代精神史の 中に 二 つ の 潮流 をみ て い る 。

一
つ は 「啓蒙主 義」．に 連な る 「進歩」的な

流れ で あ り ，

一
っ はそ れ に対す る 「反動」的な流れで あ る 。 前者 の 流れ を形成す る もの として

「合理 主 義」， 「主 知主義」， 「擬古主 義」， 「啓蒙主義」，「進 歩へ の 信仰」，「世界主義」 などが あ

げ られ る。 こ れ らは要す る に 「精神 へ の 信仰」 と い うよ う，に 言わ れ る 。 こ こ で 機能 して い る の

は 「理 性」 （Vernuft），
「知性」（lntellekt）， 「精神」 （Geis七）などで ある 。 も う一方 の 流れ は
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「ロ マ ン テ ィ
ー

ク」の 系 譜で ある 。 こ こ で は 「魂の 深奥 の 諸力 ， 情熱 の ダイ ナ ミ ズ ム
， 非合理

主義的な もの ，無意識」な どが主 張 され る 。 この 領域で は 「感情」（Gef曲 D， 「魂」 （Seele）が

礼拝 され る 。 こ の 流れ は 「自然」や 「生」 の 「理性」 的な捉え方に対する反感で ある。問題的

とされ る もの の，む しろ積極的評価，「夜の よ うに暗 黒の もの ，神 聖で 根源的な もの ，神秘的・

歴史的 ・ロ マ ン的な母胎」な どへ の 回帰で あ る 。

　こ の 二 つ の 潮流の対比か ら二 つ の精神像が現われる 。

一
つ は 「理性と精神」とい うよ うに い

われ る
一つ の 共通項で あ っ て

，
「感情」とか 「魂」とか い われ る他の 共通項 から区別 されるもの

で ある 。 後者の 視点か ら 「精神」 と言われ るの は も っ ぱ らこ の 意味で ある 。
こ れ は極端な場合

に は単な る 「知性」の 意味で理解 され る 。 さらに ， 自由な生を制限 し， 弱 め る もの
， ある い は

それに よ っ て は理 解 しきれ な い 生 の 深 い 意味 を損 うもの ，とい うよ う に考え られ る。

　 もう一っ は 「理性と精神」に よ っ て は理 解 しきれな い もの を積極的に理解 し，「理性と精神」

に よ っ て 認識されたもの の 上位 に 考え る精神像で ある 。 こ の 精神は 自らを 「精神」 とは規定 し

て い な いが ， 「理 性」に対する反抗が精 神的な もの の 内部で行われ て い る限 り ， や はりそれは

精神の 一っ の 自意識で ある 。
マ ン は これ を 「精神的な反精神性」 と表現 して い る 。 また ，「余 り

に も快活な進歩」よ りも多 くの 精神を所有 して い る，と賞揚して い る 。
ハ ン h ・ピ ィ ッ ツ ナ ー

の メ ラ ン コ リ ッ クな精神は
， そ れ が 「理 性」的で は な い に し て も，こ の 意 味で 精神的な もの で

ある 。 マ ン 自身 も青年時代に 体験 し た 「死 へ の 共感」 も極め て 精神的で あ っ た し ， また，マ ン

は ロ マ ン テ ィ
ー

ク に も精神 へ の 愛をみ て い る 。
こ の 精神の 本質 は生や 自然 との 緊張関係の 中で ，

それを 詩化す る精神性で ある 。 こ れ は啓蒙主義的精神の 決 して 知 りえな い 精 神 性 で あ っ たの

で ある 。

　 こ こ で 二 っ の 精神像 を区別 して い る の は主 張の 内容に お ける 「生」 に対す る関係で あ る 。

一

方 はそれ に 対 して 支配的な い し は軽蔑的で ある 。 他方は それ に 対 して 服従的 ， 賛美的で あ る 。

こ の 見方は しか し後 者の 側か ら ，
ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な精神か らみ た 見方で あ る 。 こ の見方を

検討 して み ると，こ の 二 つ の 精神像の 精神性の ちが い が さ ら に 明らか に なる 。 っ ま り ， 上記の

見方はロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な精神の 自己 自身 の 資質に よ っ て い る 。 そ の 資質は個性的であ り，

主観的で ある 。 他方，もう一
っ の精 神は社会的で あり ， 論理的で あり，客観的で ある 。 こ の両

者に と っ て ， 生を自らと区別して意識 し， 客体化 して考えるとい う考え方は共通の もの であり，

マ ン はこれ を精神的 と言 っ て い る 。 しか し， ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な精神 の 客体化は現実 の 中で 自

己 自身を客体化す るとい うところ ま で お よん で い な い 。 あ る い は そ こまで お よばない とき ， そ

れは
一面的な見方 ， 見方の 一面性 とな っ て 現われ る 。

マ ン は《非政治的人間の省察》に よ っ て

徹底的に 自己験証 をした 。 そ の結果 ， 自らの 主張 ，
つ ま りは 自ら意識 した ド イ ッ 的精神の 主張

の 正 しさ の 確信に もかか わ らず ， そ の
一面的な硬直性 と一面的な こ とか ら くる自己矛盾に気づ

かざるをえなか っ た 。

一面的な見方，主観的な見方も， それが精神的領域に とどま っ て い る限

りは， 十分精神的で ありうるが ， それが社会的現実に移行す るとき， 自己に対 して無批判なま

ま で 移行するとき，それ は 「後退 して い く精神」 と して，固定観念 と して 「反動」化する危険

を有するの で ある 。

　 マ ン に よれ ば，フ ロ イ トも系譜 的に は ドイ ツ の 伝統的な精神 に 連 な っ て い る の で あ る 。 彼の

精神分析 も， 自然に お ける デ モ ーニ
ッ シ ＝ な もの を強調 し ， 魂の 夜の 領域の 主権を認め る， 、 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

い う意味で 反合理主義的で ある 。 ただ ， 「研究者 と して の フ ロ イ トの 情緒的な もの へ の 関心は
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その 対象を ， 知的な領域を犠牲に して 崇拝する ほ ど堕落 して い な レ響〕こ の 見 解 に 関 して ，
マ

ン は注 目すべ き考察 を行な っ て い る 。

　　「関心 （lnteresse）
’
は い と もたや す くそ の対象 との 団結 と最終的な共感 とい う関係に 陥 り

　易 い 。 関心 は，それ が ただ認識す るた め に の み 出発 した もの を肯定 す る立 場に 陥 り易い 。

　関心 はそ れ 自体で興味あるもの で ある 。 そ れ が 存在す る とこ ろに は どん な理 由で
， どん な

　目的で それ が存在す るの かとい う問い が生 じる 。 た とえば ， 情緒的な もの に 対する関心 が

　存在す る場合 ， そ の 関心 自体が 情緒的な性質の もの で あるか ， ある い は知的な種類の もの

　で あるか とい うこ とが間われ る 。 前者 の 場合そ の 関心 は崇拝 を意 味す る
igl

こ れ は ，

一言で い うな らば ， 対象に 対す る知的な距離 の 確 保 の 問題 で ある 。 先に述 べ た ロ マ

ン テ ィ ッ シ ュ な精神の 危険 も心理 学的 に は こ こ に 起因 して い る の で あ る。 マ ン は フ ロ イ トを こ

の 点 で ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な 系 譜か ら区別 して い る 。 マ ン は さ らに フ ロ イ トの 分析学の もっ も

う
一

つ の 側面を指摘 して い る 。 そ れ は倫理 的（ethisch ）な側面で ある 。 「そ の 起 源 か ら い っ て 治

療方法で ある こ の 理 論は，大筋 に お い て ，また精神的な意味に お い て は ， そ の 医学的性格，す

なわ ち あらゆ る苦悩の 混乱と歪 み の なか か ら人間的なもの を復活 させ よ うとするこ の 人道的 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）

倫理 的な傾向を保 っ て きた の で ある 。 」 マ ン は以 上 の よ うに フ ロ イ トの 三 つ の 基本的特性 ・情

緒的な もの へ の 関心 ，知的方法，倫理的性質に 注目す る
［。そ して 彼の 分析学を 「言葉の 最 も人

類愛的な意味で の
「

啓蒙主義 a 」 と呼 ぶ の で ある 。 こ の 啓 蒙主 義 は もは や ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ

に 反抗批判 さ れ た 「啓蒙主義」で はな い
。 対立を越え た，対立 そ の もの を押 し流して しまう 「真

に大 きな潮流」に 属す るもの で ある。 こ の潮流を荷な う精神 も決 して 対立的な見方で理解 され

た精神で はない 。 この精神は，マ ン に よれば，「革命的」で ある 。 もっ とも 「革命」 とい う言葉

は極め て誤解され やす い 多様性を も っ て い るか ら， そ の 使用 にあ た っ て は十分注意 しなけ れば

な らな い
。 「進歩♪とか 「反動」とか い う概念同様 ， 決 して 一

面的には理解 されえ な い もの で あ

る 。 例え ば 「進歩と して の 反動」 と か
，

そ の 逆の 現象 は視点や立場に よ っ て い くらで も観察 さ

れ うるの で ある。しか し，
マ ン は革命の 革命性 ともい うべ きもの を次の よ うに理解する。

　　「革命と い う概念は ， 過去 と未来に対 して 意志およ び生 の 情緒（Lebensstimmung ）が ど

　うい う態度を とるか に よ っ て 定 まる 。 革命の 原理
一

それ は ，
ノ ヴ ァ

ー
リス が

， 「本来よ り

　良き世界 』 と名づ けた未来へ の 意志 に他 な らな い 。 そ れは ， 意識化と認識の よ り高い段 階

　へ 導びい て い く原理 で ある 。 そ れ は また ， 不安定 で
， 道徳的に は なん ら価値 を持た な い ま

　ま そ の 存在を無意識 に負 っ て い る
， あ ま り に も早 く実現 され た 生の 見せ か け の 完全 さ と調

　和 を無意識の 意 識化に よ っ て破壊しよ うとす る衝動 と意 志で あり， 分析 ， す なわち r心理

　学』の 道を歩む こ と に よ り幾つ か の解体過程を経て 一 こ の 過程は文化的統一の 観点か ら

　す れ ば無政府状態 と呼ばれ るか もしれ な い が
， そ こ に は停止 も後退 もな く，

e
復 古」 も，

　なん らか の 回復と い うような もの もない 一 意識 に よ っ て 保証 され た 自由な
， 真の 生の 統

　
一

に向っ て，完全な 自己意 識へ と進歩 した人 聞の 文化に 向 っ て 進もうとす る衝動 と意志で

　ある。革命的 と呼ばれ る うるのは こ れだ けで あ者出
この 意味で精神は革命的な もの で あ る 。 決 し て 暴力的な もの で はな く，よ り良き未来 へ 向 っ て

の無 限の 意識化 。 「普遍的な啓蒙主 義」。 元来 ，
マ ン に と っ て ， 精神は ， それ が詩的に 空想的に

現わ れよ うと ， 論理 的 に 実証的に現 われ ようと ， こ の よ うな意味で 革命的な もの で ある 。

　こ こ で ，意識 とい う精神現象に っ い て の マ ン の 見解を検討 して さら に マ ン の理解す る精神概
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念の 全体像に 迫 り た い 。 マ ン は《来た るべ きデ モ ク ラ シ ーの 勝利》の 中で ，「意 識 す る という

こ とは，換言す れ ば，良心 （Gewissen）を もっ こ と に 他 な ら な い
， す なわ ち ，

．善悪 を知 る とい

うことと同齬 で あ謂〕．と鞦 す る。こ れ は判 ス 暾 との 関係で 言われて い る ． 自然は も

ともと善悪 とい うよ うな 概念はあて はま らな い 「無邪気 な」 （unschuldig ）存在 で あ．る が ，人

間の 中で ， 人間の 意識作用 に よ っ て は じめて 「罪」が生ずるの で あ る 。 「自然は 人 間の 中で 罪
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2o｝

な （schuldi き）もの に な る 。 」 こ れ は自然 そ の もの が罪なもの に なる とい う意味で は な い
。 人間

の 精神の概念作用に よ り ， また ， 深 い 感情によ り ， 罪が知 られ ， 感 じられ る の で ある 。 こ れは

罪な本質 （Wesen）と して の 精神の 自覚 に 他な らな い ，キ リス ト教の 「原罪」もこ の よ うな精

神の 自己発見 ， 自意識で ある 。 「キ リス ト教 が 原 罪 と名づ け る もの
一

そ れ は精神的な本質 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c2o ）

して の 人間の
， 自分が 自然的に は欠陥で ある と い う， 不完全 で ある とい う深い 感情で ある 。 」こ

れ は 「楽園喪失」で もあるの で あるが ，しか し，マ ン は こ こ に 単に 喪失だけ で な く向上 もみて

い る 。 こ の 文章の 終 りは 「人間は精神 の 中で ，
』
欠陥であ る と い う こ と不 完全 で ある と い う こ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2e）

を越え て 自らを 向上 させ よ うとす る の で あ る 。 」 と続い て い る 。 そ して マ ン は 「良心」 を単 な

る 「無邪気 」以上の もの として 理解す る ので ある。
こ れ が 精神の倫理 的起源であ り，精神が 精

神で ある限 り ，

「
「啓蒙主 義的」 な もの であれ ， 「ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ 」な もの で あれ ， 「普 遍 的

に啓蒙主 義的」な もの で あれ，否定す る こ との で きな い 自 らに つ い て の 意識 ， 自ら の本質で あ

る 。
マ ン は

， 別 な とこ ろ で
，

「道徳 的な もの （das　Moralische）は知的な もの と関 わ り合 っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CZI）
い る。 」 とか ， 「理性は生 の 道義 （Sittlichkeit）で ある 。 」， また ， 「ロ マ ン ティ

ー
クは倫理 （Ethik）

　 　 　 　 　 （22）
を詩化す る 。 」と い うよ うに述べ て い るが1 理性や詩的感性は倫理的基盤の 上 に成立 し て い る

の で ある 。

　 以上の こ とか ら， マ ン に よれば，精 神 は先 ず 現象 的 には意識性と して理 解される 。 そ して

内容 的に は 三 つ の 要素か ら構成 され て い る。啓 蒙主 義 的要 素， ロ マ ン テ ィ ッ シ ュな要素そ し

て キリス ト教 的要 素 で ある 。 それぞれ の 要 素 はそれぞれの 中で 機能するもの をもっ て い る。

騰 、懸緯鰍諸締撫
ll

灘翻 窓蠹蠶聯畆畿篇鑪 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
　 さ’

て 要 素 自体 の 精神 性 も高ま ると い う関係で ある 。 そ れぞれ の 要素は精神史的に はそ れぞれ の

特性 に応
「
じて 「啓蒙主 義」とか 「ロ マ ン テ ィ

ー
ク」 とか丁 キ リ不 卜教 」 とい うよ うな名称が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つ け られ る 。 これは他の 要 素に 対す る排 他的 な意 味 も含んで い る。 こ の排他的な 意味 か ら

す れ ば， 他の要素は 自らに と っ て 「反動」以外の な に もの で もな い
。 しか し ，

こ の よ うな排他

は非精神的 と い うの が マ ン の 見方で ある 。
｝つ の 要素が他と の 関係を失 っ た と き

，
そ こ に は 停

滞と退歩が待 ち うけ て い るだけだか らで ある。 逆 に
， 他 との 相互浸透的な関係が保た れ て い る

．とき．その主張に お い て で な く機能的実質 に お い て 保たれ て い る とき，真の 精神性が保証 さ れ

うる  で ある 。 例えばマ ン が ノ ヴ ァ
ー

リス に 一
つ の 頂点をみるの は こ の 意味に お い て である 。

また真の啓蒙主 義とい うの もこ の よ うな全体性を指 して い るので ある 。 こ の 意味で 真の ロ マ ン

テ ィ
ー

ク，真の キ リス ト教 と い うこ とが言われ うるで あろう。 これ らは一
っ の 領域 に とどまる

こ とな くど こ に で も存在 しうる 。 例え ばサ ン 。シ モ ン の 社会主義的ユ ー
トピ ア 説の 中 に キ リス

ト教がみ られ うるの で あり ， キ リス ト教 はそ の精神化する能力に よ っ て 自己の 教会的諸形式の

衰亡 と運命を共に せ ず ， それとは独立に西欧文化の 生活精神 ， 生活基盤 と して 存在 しっ づ け拳こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　 t

とが で きる もの で ある 。 「真の 」とい う形容詞が意 味す るの は こ の よ うな相互関係の 自覚で あ
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トーマ ス
・

マ ン の 「精神」 9

る 。 相互浸透の もとで は じめ て共 通の 未来が ，精神一般め未来が可能に な るの で あ り， それ ぞ

れ の 存続も可能 scな るの で ある 。 未来はこ の よ うな もの として の み未来 と言 い うる の で あ る 。

　 ト
ー

マ ス
・・マ ン の 精神理解は もと もと現実 の 問題か ら出発 した もの で あ っ た 。 青年時代 の シ

ョ
ーペ ンハ ウア

ー
， ヴ ァ

ーグナ
ー一

，
ニ
ー

チェ に 向けられた関心 は現実の 問題の 個人的内面での葛藤

か ら発 した もので あ っ たが ， 第一次大戦の 開始に際 して それは個人的領域を抜け出て 拡大 し，

《非政治的人間の 省察》な どに結実 した 。 ．さ らに戦後にか けて マ ン の 社会概念の認識は共同体

．（Genieinschaft）から社会 （Gesellschaft）へ と根本的 に変化 した 。 それに 応 じて 彼の 関心 も， 社会

の一員 として の 自覚や 内面 と社会の 緊張関係 へ と移 っ て い っ た 。 戦後の 諸評論はそ の 現われ で

あ っ た 。 従 っ て
，

マ ン の 「精神」の考察は そ の 現象形態 とか認識能力 とか が それ 自体の 解明を

目的 と して 抽 象的 に 考察 され た もの で は ない 。
・抽 象 的な精 神 理解 それ 自体 ， 精神概念 の 研

究，が 目的で はな か っ た 。 彼の 考察 に おい て は，精神め機能 と内容が 他者 との ，つ まり丁生」 ・

や 「自然」ある い は 「共同体」や 「社会」 との 関係で
， 言い換えれ ば，人間の 問題 と して 考察

されてい る の で ある 。
マ ン は《現代 に お け る作家 の 精神的状況 》と い う講演の 中で ，「精神 を

すべ て の 生お よびすべ て の現実 の 基礎 をなす形成原理 で ある と見，生 を精神の 表現 と呼ぶ こ と

は ，
い っ の 場合に も可 能です 。 そ の 際 ， 精神の もっ ともは つ らつ とした現象形態で ある芸術こ

そは ， 精神とは形づ く る もの ， 決定す る もの ， 規範を与 える もの である こ とを ， 多くの例に よっ

て 示 し て くれ まイ讐 とい うよ うに 精神 に 対 する芸術家的関心 を述 べ て い る 。 精神その もの で

は な く， 現実の 中で の 精神の あり方や姿i勢が初め に問題で あ り，そ こ か ら精神の 機能と内容が

考察 され ， それ に 照 らして 初め の 問題や現実 の 問躑 こ解答が与え られ る の で ある 。

　 こ の よ うな精神的作業は ， また ，
マ ン κ と っ て 時代の 要請で もあ っ た 。

々 ン は 自分 自身の 出

自を ドイッ の 精神的市民性 の 中 に みて い る炉，この ドイ ッ の 精神的文化を担 な っ た市民性 は市

民階級の 経済的，社会的没落とと もに 消滅 に 向 っ て い る ， あ る い は野蛮な もの に 変質 し っ っ あ

る ， と い うの が マ シ の 基本的な時代認識で あ っ 艦
）1
と同時 に こ の認識は マ ン め精神の 問題の 新

た な出発点で あり，背景で あ っ た 。 第一次世界大戦後ナ チ ズ ム の登場 と ともに ，精神の 間題は ・

切実な現実的課題 とな っ た 。
マ ン に は ナ チ ズ ム と ド イ ツ 市民性の 精神的な関係が 認識 され たか

らで ある 。

．
それ ゆえ，マ ン は こ の 市民性の 核心 をなす ドイ ツ的精神の もつ

一
っ の 階級に とどま

らな い 本来の 普遍性を理解 し，指摘 し なが ら，誤 解 さ、れ た関係を正 そ うと し た もの で ある 。

・

　 現実に おけ る精神の 問題は ，

’
それ が人間 とい う形而下的存在に存在の基礎を 負 っ て い る とい

う制約 蚰 来す る ・

一応糊 申暇 定 して こ
ρ雕 観 て い くと・ それ 轣 史的な もの で あれ ・

現代の もの で あれ ， 二 つ め側面を もっ て い る 。 つ ま り，一つ は精神の 現実 と の かか わ り方 の問

題で あ り， もう
一

っ は精神が現 実に お い て 反映 され た とき の 意味 の 問題 で ある 。
マ ン に とっ て ，

ナ チ ズ ム は現実に おける精神否定 の 存在で あ っ た 。 そ して
， それ との 緊張関係に ．由来ずる精神

の 問題 はそれ 自体め存立 ， それゆえ ，
イ デー一般 の 存立 の 問題 で あ っ た。一方 ， ナ チズ ム は

ドイ ヅ の ロ マ ン テ ィ ッ シ ュ な精神 の
一変 種 とい うよ うに考え られた 。

・
従 っ て ， ドイ ツ の ロ マ

ン テ ィ ッ シ ュ な精神が現実 に 反映さ れた場合の 現 実に お げる意味が改め て 問題に なるの である 。

　 ナ チズ ム の 政治学的な現象形態 は フ ァ ッ シ ズ ム で あるが，
’
マ ン は フ ァ ッ シ ズ k の本質を 「暴

力」（G ・

嬲
1t）とみ て い る ・ 彼に よれ 1弍 黍力は 「ただひ たす 彈 実 （T・t・a・h・）を作 り臥 て

ゆ く原理」 で ある 。 他を自 らに 従わせ る．経験の 世界で ほ最も堅固な 「物質」 （Materie）で あ
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る 。 こ れ は精神の 所産 で ある イデ ーの
， 人間を人間た ら しめ て い るイデ ーの反対物と考え られ

る。それ ゆ え ，暴力 は精神の 理解 し た最高の ，い わば 「絶対者」 で ある イデ
ーの 複合体 ， 「正

，義」，「自由j，「真理」 も地上的に 蹂躙する ， まさ しくそ の こ とに よ っ て 精神
一
般の 現 実で の 活

動を圧殺する 。 ナチ ズ ム 運動の実行者は この 暴力の 体現者で ある 。 それ は単に ロ マ ン テ ィ
ー

ク

の 意味で の 「精神」 の 否定者で はな く ， 精神
一
般の 圧殺者な の であ る 。

こ こ に 含まれ て い る問

題は精神 の現実的存在の危機で あ る 。 精神の 否定 は ， それが考え られ る限 り ， 精神的で きごと

で あ る 。
ロ マ ン テ ィ

ーク の 精神否定 も精神的な領域で の で きご とで あり ， 従 っ て マ ン は ，
ロ マ

ン テ ィ ッ シ ュ な生の た め の精神の 否定 者が 現実に 精神を否足す ると い うよ うな こ とを夢 に も考

えなか っ たであ ろ う， と述 べ て い る 。 現実 に お け る精神の 否定は精神的な もの の 領域 ， 次元 そ

の も の を消滅 さ せ る こ とに なる の で ある。

　 マ ン は こ の よ うな精神の 危機とい う現実の 問題 に対 して
，

い わば精神の 領域内で は解決不可

能な問題に対 して
， 「デ モ ク ラ シ ーの精神」と 「デモ ク ラ

ー
ト」とい うイ デ

ー
に新たな意味づけ

を し，現実 と精神的領域を橋渡 ししなが ら， それを解決 しようと した 。 現実の 場は精神 の問題 の

解決の 場で はない が，同様に現実に おける問題が精神の 場で の み解決され るこ とはな い
。 精神 の

場で の 解決が現実 の 場に 移行 して 現実 に お ける問題 の 解 決 になる の で あ る 。
sマ ン はこの よ うに現

実に か か わる精神を 「デ モ ク ラ シ ーの精神」と呼ん で い る。 「精神 とい う概念 を一面的な ， 孤

立的な抽象物 と考えず，生活か ら遊離 し た孤高の もの と考えず ，
む し ろ生活 に固 くむすば れ

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26）

生活 と実践に 直ち に っ なが る もの として特徴づ け る。」 一 こ の ように特徴 づ け られた精神，

それを デモ ク ラ シ
ー

の 精神，デ モ ク ラ
ーデ ィ ッ シ ュ な精神と呼んで い る。 とい うよ り，彼は 「啓

蒙主義」以来の デ モ ク ラ シ ーの 精神の 本質 をそ の よ うな もの と して理 解 したの で ある 。 こ の 精

神の思 考は 「生活と行為に結びっ い た思考」 で あ る 。 ま さに こ の 精神に よ っ て ， 現実 に お け る

精神の 危機 に 際 して 精神は精神的領域か ら現実 の 場へ 精神的に 一歩踏み 出る こ と が可能に なる。

精神は現実の 中 に 一つ の 意識 を ， そ の 意識の 体現者で ある 「デ モ ク ラ ー ト」を得 る か らで あ るb

こ こ に 精神は現実に お ける 自らの 守護者を得，それ を物質力 と して現実 に お ける自らの 存在を

防衛す るの で ある 。 さ らに積極的に 人間を社会的に よ り良 い状態 へ 導び い て い く実体を得 るの

で ある 。

　 こ の よ うなデ モ クラ シー
の 精神の 理解に お い て ，

つ ま り精神と現実と の関係の 理 解に おい て，

精神の 機能の もう一
っ の特性が示 され て い る 。 それ は意識性 に 対する実践性である。 現実の 場で

自己 を実現 して い こ うとす る特性で ある 。 精神的な領域と い う自らの場を踏み越え る特性で あ

る。
こ の 特性 は精神的な領域で も決 し て 否定 され るもの で はな い 。 何 故な ら ， 「非政治的」， 反

物質的 内面性か ら 「唯物主義」 と否定 さ れ る もの も 「物質的な もの へ の 下降， それ へ の 同化を

意味す る の で はな く， 逆に 物質的 な もの に人間的なもの を浸透 させ よ うとす る芸術家の 意志 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27）
意味す るか らであ る 。 」 マ ン は こ の 点 で は ニ

ー
チ ェ の 考え も同 じで ある と理解す る 。

　　 「
『

惜 しみ な く与える御身 らの 愛と御身 らの 認識を して ， 大地の 意義に奉仕せ しめよ 。 私

　 の よ うに
， 迷い 去 っ た徳を大地 に 導び き戻せ 一 しか り，肉体 と生 の 大地 に 戻す の だ，そ

　　れ が 大地に 一
つ の 意義を ， 人間的意 義を与え るよ うに ／ a

一 こ れは精神の唯物主義であ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28｝

　　り ， 私た ちに とっ て は宇宙的な もの を代表 して い る大地へ の ， 宗教 的人間の 転回である 。 」

い ずれ に して もこ こ で 問題 なの は精神的な もの の 領域か ら踏み 越え る，そ の 越え方で ある 。 そ

れ によ っ て なお精神的な もの に とどまるか ，非精神的な もの に堕すの で ある 。 っ まり ， 精神的
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な越え方 と非精神的な越え方が ある の で ある 。 そ して こ の 問題の 核心 は こ の 越え方の 意識化で

ある 。 精神的領域で の こ とで あ っ て も ， そ れ が 無 自覚に 現実へ 移行す るとき ， 精神 は非精神的

な もの とな らざるをえな い 。そ れ は もはや 精神的な領域に お け る 「精神的な反精神性」 と い っ

た もの で はあ りえな くな る。 こ の こ とは恐 らく精神の 各要素間の相互浸透関係が失われ た とき

生ずる の で あ る。マ ン は 1930年代一の ドイ ツ の 精 神の 現 状に つ い て
， 精神の領域 に 由来す る市

民的文化理念が 一面的に他との 接触を失 っ た今，社会的階級理 念の ほ うが は るかに精神に対 し

て好意的で ある，と指摘 して い る 。 ドイ ツ の 精神は内容的に も，精神の 領域を踏み越え る仕方

に お い て も， 精神的で はなか っ た の で あ る 。 そ れ に対 して
， 精神の現実的存在 の危機の 問題に

あた っ て ，
マ ン はデ モ ク ラ

ー
トを実体 と した精神擁護の 戦闘を主 張して い るが ， それ は マ ン が

自らの 精神の 理解に 則 して 精神的で あろ うと した結果で あ っ た 。 それ は第一次世界大戦 当時 ，

「非政治 的 な人間」が行な っ た文筆を と っ て の 従軍 とは根本的に 異な る もの で ある 。 「戦 争 を

精神の上で可能 なら しめ た もの ， そ して われ われ に精神的な戦争遂行を も許 した もの 以外に ，

そ の 起源 ・そ の 利害関係 。そ の 意 図の 極度 に非精神的な点で ，ま こ と に 冷静な現実性で あ る戦

争 もあ っ た の だ 。 そ して 戦争 の イ デ オ ロ ギー的な面が ドイ ツ市民的な人間を して
， 戦争の他の

面 ， 現実的な酷烈 な面をま っ た く忘れ さ せ た とい うこ と ，
こ れ はまさ しく非政治的な イデ ァ リ

ズ ム と関連す る もの で あ り，そ の 文化概念 の危険きわま る無邪気 と関連 す る もの で あ っ tE2gJ
）

一 マ ン は こ の よ うに 精神的な領域か らの 踏み越え方 の 非精神的拙劣さ を顧み て い る 。
こ の逆

の 関係の 無 邪気 が 「啓蒙主義」的精神 の 形式主義的浅薄で あ っ て ， そ れ に 対す る憂慮か ら現実

の 戦争が誤 認 さ れ たので あ っ たが 。　　　　　　　 t

　 精神の 現実的存在の危機の 問題は， し か し，マ ン に と っ て フ ァ ッ シ ズ ム との 関係で 生 じるだ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

けで は ない 。 社 会主 義 的現実 主 義 との 関 係に お い て もそれ は成立 しうるの である。 マ ンは ， 「自

由」 イデ
ーと 「平等 」 イデ

ーの 論理的矛盾を検討 しなが らそ の こ とを説 明 して い る。 彼に よ れ

ば ， 先ず ， 自由と平等はそ の起源か ら い っ て も相互否定的で ある 。 自由は個人 の 要求で あ り ，

平等は社会 の要求で ある 。 社会的平等は 明らか に個人的自由を制限する 。 しか し，
こ の 論理 的

に 矛盾 して い る要求 は論理的に矛盾 して い るだけで あ っ て
，

キ リス ト教 に おい て そ うで あ るよ

うに人間 の 倫理 的要求に とっ て は両者は矛盾す る もの で はない 。 それ ど こ ろか両方と も否定さ

れて はな らな い の で ある 。 こ の意味で 社会主 義 は何らかの 制限を ， 精神的な制限を受けなけれ

ばな らない 。 何故なら， 現実の 社会主義に は社会の 機械化 と規制化 とを極端 にお しすすめ ， 個

人を社会的な もの
， 集団的な もの の 中で非個性的存在 として埋没 させ て しま う傾向が あるか ら

　 　 （30）

で あ る。 精神的な もの が個 人的な もの と結 びっ い て い る こ とを考え るな らば ， こ の よ うな非個

性化は精神的な もの の 存在 の場 の喪失に 帰結す る もの で ある 。

　こ の 見解か らは精神と い うもの が先ず個人を通 して 現われ る こ とが理 解さ れ るが ，一方 ， 人

間が社会的存在で ある以上；純粋な個人主義 ， 絶対の 自由などはありえない 。 二 っ の 傾向の ，

極端な社会化と無 政府主義の 二 者択一
は精神的な もの で はな く不毛で あ る 。 マ ン の 理 解す る精

神は あ くま で総 合的 ， 相互 浸透的で あ る。 それ は彼の 自由観の 中に も現われ て い る 。

　　 「人 間 的な もの に 含まれ て い る個人的な らび に 社会的要素を正当 に 合理的に 強調す る こ

　 と ， 政治的な もの と社会的な もの とを フ マ ニ テ
ー

ト， 文化 ， 生活へ の 自然的な らび に 必然
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （31 ）

　的参与に 制 限す る こ と一 こ れ が 自由で あ る 。 」

　マ ン に と っ て ，

一面性の 制限こ そが精 神の 態度で あ っ た。それ はすで に早 くか ら精神的領域
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に あ っ て 「イ ロ ニ ー」 と
’
な っ て 現われ て い たが，それは あ らゆ る領域に拡大さ れ うる精神の 態

度そ の もので あ っ た の で ある 。 逆に
， それが 失わ れ る と ， 精神は非精神的な もの に 変質す る と

考え られ た の で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
コ　

　現実 に おけ る精神の 問題 に はもつご
っ の 側面が ある 。 精 神が現実 に 反映 した とき， それが他

と の 関係で 流動的な意味を もつ と い うこ とで ある 。
マ ン は精神的な もの はすべ て 二 面的な意 味

が ある と考えて い るが
，

こ の問題 の根底に は ， 精神の 内部的な意味 と現実の 中で の そ れ の 意味

とい う二重性が あ る の で ある 。 「ドイ ツ的精神」，「非政治的文化的精神」は こ の 意味 で 典型的

で ある 。 ド イ ツ の来化的な精 神の 領域で
， 文化はもともと政治 的な もの と対立的な イデーで あ

り ， 「純粋に 人間 的な ， 美的で 道徳的な ，

・
内的個性 め洗練 ， 高貴化 ， 上昇」 を 目指 し， 原理 的

には こ の よ うな内的作業に よ っ て 「全体」の それを促進す る，と考え られた 。 しか し，ま さに

この 考え の 非政治的特性の ゆえ に
， それ が 主張され る こ との現実的意味が 見失われ て しまうの

で ある 。
つ まり， ドイ ツ め伝統的な文化 イデ ーをそ の まま触れず に お きた い とい う意志は政治

的領域に おける反デ モ ク ラ シ ー
的な．もの とな るの で ある 。 ある い は他者に よ っ て デ マ ゴ ーギ ッ

シ ゴ に 濫用 さ れ るとき，そ れは極め て 拙劣な，非精神的な現実へ の 移行 とな る の で あ 9i，，

内容

が精神的だか らと い っ て ，それ が現実 に移行 した とき も精神的とは限らな い ので ある。精神は

現実に お い ては多義的に 反映す るの で あ る 。 精 神は ， そ れ ゆ え ， 自らの こ の よ うな現実的多義

の 可能 性 も自己意 識化 しなければならない の で ある 。 こ こ に ドイ ツ的ロ マ シ テ ィ ッ シ ュ な精

神が ナチ ズ ム に傾斜 して い く一
っ の要因が求め られ るで あろう。 それは精神的硬直の ゆえに

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

ナ チ ズ ム の デ マ ゴ ギ ーの本質を見抜 く認識能力 と自らの 主張 の 政治的意味を認識 す る能力を欠

い たの で ある。

　 ト
ー

マ ス ・マ ン の 精神 の 理 解は初めか ら大系的な意図を もっ て試み られ た もの で はな い 。 そ

の つ ど その つ どめ自己の 内面 と時代の要求に 従 っ て精神的な 問題が考察された の で あ る 。 第一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

次大戦か ら戦後 に か けて の ザ そ して ， ナ チ ズ ム とい う現実に おける脅威の もとで の ，現実的な ，

現実の問題 に 則しての考察は彼の精神の 理解に拡が りと深 さを与えて い っ た 6

　それ は ドイ ツ 的精神対啓蒙主 義的精神と い っ た図式的な対決 ，
ボ レ

ーミ ク の 形で 始ま っ た 。

主観的な
，

一面的な考察で あ っ た 。 こ の 考察は， しか し ， その 後客観化されて そ の 後の 考察の

一方の 極として とどま っ た 。 この 考察に は そ の 仕方の 点で 問題が あ っ たが
， その 認識は核心 に

おい て 否定 され ではな らなか っ た 。 む しろそ の 核心を維持す るため に，精神の 理解は デ モ ク ラ

シ
ー

の 精神空間へ
， 現実的 な 領域 へ と拡 大 し ， まさ に そ の よ うに して 一面的な考察を乗 り越

え る こと に よ っ て深化して い っ たの，で あ る 。．

　 この よ うに して マ ン に よ っ て 理 解され た精神は内容的に は知的要素 ， 情的要素． 倫理 的要素

をもっ もの で ある 。 こ れは・しか し ， 排他的関係の 要素で はな く， 椙互 に 浸透 しあうもの で ある。

また
， 精神は機能的に は無限の 意識化を繰 り返 して い くの で あるが i こ の 場合，

三 つ の要素の

相互浸透 に よる全 的意識化に よ っ て の み そ れ ぞれ の 要素が ， 従 っ て 精神一
般は維持され精神の

体現者で ある人間は人間化 され て い くの で ある 。 こ の よ うに 精神の 意識化す る活動 と総合性が

そ の本質と して 理解され て uSる 。

　 一方 ， 精神は世界内存在 と して 制約 された存在で もある 。 こ の こ とか ら現実に お ける精 神の

問題 が生 じる 。 それは現実に 対す るかか わ り方の 問題 と現実に お け る反映 の意味の問題である。
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精神は精神的領域か ら現実へ 移行 して い くとき．
， 不用意な移行に よ っ て は精神的なもの も非精

神的な もの に 変質 し うるの で ある 。 それゆ え ， 精神的であ るため に は ， 精神は 自己 自身に 対し

て も批評的距離を保 っ て 自己対象化 しなければ な らない の で ある 。
この 作業に よ っ て はじめ て

精神は世界の 形成原理 として ， 自 らの 存在を維持 しな が ら， 作用 しうる の であ る 。
マ ン の 精神

、理解は人聞理解に直結す るもの で あ るが
，

こ の よ うに して の み人間の 「よ り良き」もの で ある

未来が可能に なるの で ある 。 何は ともあれ
，

ナ チ ズ ム と い う現実の 悪魔に 直面し て ，人間に潜

む魔性 に 直面 して ，「精神」 は マ ン に と っ て 希 望 の 原 理 で あ っ たの で ある 。
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